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Calculated MW: 103 kDa; Observed MW: 103 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	ホリデイジャンクション（HJ）を切断するエンドヌクレアーゼ。この酵素は、ジャンクションポイントを対称的に切断することで、ニックが容易に連結できるニック入り二本鎖産物を生成します。ホリデイジャンクションとしても知られる四方向DNA中間体は、相同組換えおよびDNA修復中に形成され、その分解は適切な染色体分離に不可欠です（PubMed:19020614、PubMed:26682650）。HJは、ニックとカウンターニックのメカニズムによって切断されます。このメカニズムでは、2つの協調的な切断が関与し、連結可能なニック入り二本鎖産物が形成されます。第一鎖の切断は律速ですが、第二鎖の切断は迅速です。主に単量体で、HJ上で二量体を形成し、ジャンクションでの二量体形成時に最初のニックが発生します（PubMed:26578604）。大きな組換え中間体に含まれる単一および二重のHJを効率的に切断する。DNAのTリッチ領域に存在する2つのG残基間の切断に対して弱い配列選択性を示す（PubMed:28049850）。また、5'フラップおよび複製フォーク（RF）DNA基質に対してエンドヌクレアーゼ活性を有する（PubMed:26578604）。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	GEN1 抗体を使用したラット脳、C6、3T3、Hela 溶解物中の GEN1 のウエスタン ブロット分析。

